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並上の残存埋藏量は甑に少なく，今後はさらに

深部探炭に移らねばならない傾向にあり，現在

のように小鉱区が錯綜し濫掘を続ける時はi数年

を出でずして大幅減産の危機に逢着することが

朋らかで，國家燃料対策上必須の見透しがある

ならば，この対策を樹立すべき秋と思考されるげ

車川地区年間6万tの出炭計豊案はその1案と

して作製されたものである。

　　　　9．相馬炭田開発計垂案
　本調査報告でじばしば触れ差よう紀，開発の

対象とな喬地域はジ富沢，御山，小池原を含む

南北7kmの区域で，この区域よ一り年間10万t

の出炭が可能であると考えられる。すなわち小

池原を中心としては相馬炭鉱大日本炭油株式会

肚（現在年淺1万t）が開発に当り，技術面さえ

考暉すれば将来4万tの出淡は訂能である。し

たがつてこの地区を除外しンとれ域北の富沢，

御鵡車川附近4kmの間を開発計電の対象と
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．した。レかし富沢1御山附近は現稼行湊鉱に開発余力あ

軽のとして藻磯識の対象として第5図に示すよ

うに車川附近を考慮した。車川附近は淡暦の発達状況が

最根好鱗り・かつ鞭は 殖な縣道が常磐線日立
木，鹿島駅に通じているので，至便である。第一斜坑を

　　　第5圖　第1期開酸計画匿域圖㌧
露頭推定線　1＝第一暦（上雇）II：第二暦（中属）III：第三雇（下雇）

車川西方700mの露頭線に選ぴ，沼層斜坑で垂直深度

100m斜距雛475m掘進し，斜坑を中心として1．000m

の区域を開発するものである。

紙面の都合上実際の開発計書，探炭，所要施設等は省

略する。　　　　　　 　　　　　（昭禾026年10月稿）
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　　　　　　　　要　　約
　三河珪石の鉱床は愛知縣岡崎市，額田郡豊富村を中心

に発達する領家変成岩（石英雲母片岩）中の石英片岩の中

で純度の高い部分であるQ

　主産地は岡崎市の東北方に当り束西（走向方向）13km，，

南北5mの地域中に10数條の層状またはレンズ状の鉱

床が発達し，約30ヵ所で稼行されている・

　それぞれめ鉱床の厚さは普通3～6m，最大30mで，

1丁場の延長は100mを限度とする。

鉱石は概して緻密質で，主とLてボールミル用王，張

石用として加工され・小塊はフェロシリコソ用として利

用される。また地域中本山・焼山の両鉱山では軟質珪石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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を産し，耐火モルタル，または耐火煉瓦用に使用され，

また新らしく硬質珪石を耐火煉瓦用に試用しつつある。

今後この方面えの利用研究が進めば三河珪石の償値は一

段と増大するものと考えられる◎

調査当時の月産額は次の通りである。

玉張石
フェロシリコン用

硫酸塔充墳用

耐火モルタル用

入邉珪砂用

　250t
　1，500t
200’》300t

　1，200t

　500t
　1鉱体の鉱量は普通1～2万tを限度とするが，上記

のごとく櫨材原料としての用途が開拓されればこれに懸

’ずる品質はやや幅が広いので，鉱量は数倍に増加し，ふ

つ探鉱探掘も容易となろう。、

　　　　　　1．緒　言
　昭和25年12月6日より20日までの間愛知縣額田郡

雲母片岩および石英片岩　本地区の大孚をしめ走慮

N65｛・700E，傾斜は南部で25。《’309N，北に向つて次

第に立うて，本山，櫻井寺附近では50～60。N，奥山で

は750：Nまたは直立に近いo

両者は互暦するが，雲母片岩を主とする地域と石英片

岩を主とする地域に分けるこ≧がでぎる。珪石鉱床を

　　　　　　　　　　　　　ヤゲン胚胎する石英片岩を主とする地域は，岡崎市藥研から

N70。Eの方向に向つて厚さ約4km豊富村鬼沢附近が

ら急激に薄くなり，寺野阻近では1km塚下になつてい

るo

北辺は黒雲母花崩岩とほぼ直線歌に境している・

雲母片岩は1石英・白雲母・黒雲母・ざくろ石・磁鉄鉱お

よび赤鉄鉱よりなり、石英は1／・・mm以下の粒度で寄木

状構造を呈し，白雲母は長さ1価魚m程度のたんざく

形で，著るしい鱗状構造を呈する。黒雲母は白雲母に比

しやや結晶大であり，ざくろ石は粒度不定（1／5mml以一ト〉

＼．§翼｝＿　　　、　　　’ラ可ゐネ寸　　　　＋∵．∵．

第1圖’　三河地塵珪右鉱床分布圖

豊富村を中心として，いわゆる三河珪石の調査を行つ

た。調査に当つて名古屋通商産業局鉱業課，愛知縣鉱業

会，東海珪石鉱業協同組合，三河珪石株式会肚より種々

便宜を與えられた。ここに謝意を表する。

本調査には下村仁作技官が同行した。

　　　　　2．調査範囲
三河珪石の主な産地である額田郡豊富村，岡崎市東部

を中心とし，額田郡本宿村，幡豆郡豊坂村の稼行鉱山お

よび休山中のものの1部を調査した。

　　　　　　3．地　質
調査地域丙の地質は領家変成岩（雲母片岩・石英片岩）・

第三紀暦（上部鮮新層一礫暦）および両雲母花嵩岩よりな
『
る
o

で点在する。磁鉄鉱は片理に滑つて発蓬し，赤鉄鉱は。

石英粒間に発達することが多い。

石英片岩は雲母片岩と同様の構威鉱物よりなり，雲

母・ざくろ石がはるかに少なく，石英粒が1mm程度

の大ぎさのものまであるo

花闘岩　中粒の黒雲母花嵩岩で，雲母石英片岩と接す

る附近では数多くのペグマタイト岩脈を派生している。

このペグマタイトは花嵩岩を離れるにしたがつて数を滅

じるo

礫岩　調査範囲内では櫻井寺り南方の山地の上部を覆

つている。石英片岩・花嵩岩の礫（直径10cm以上にお

よぶものがある）よりなる0

　　　　　　4，鉱　床
石英片岩の中，純度の高い部分が鉱石として利用され・
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為のであるが・多様の用途があるためそれぞれの用途に

籐じて稼行対象となる鉱石の品質に差があり，また鉱床

掌地條件も異なつてくる。

　一般には珪酸分96％域上で，雲母暦を含むこと少な

く，割目少なく硬度の高い部分が鉱石として坂り扱わ

れ，・雲母の集中する部分・および雲母の薄暦をもつて千

枚状に割れ易い部分を母岩とする。

　以上のような稼行対象となる部分は石英片岩地帯中に

地暦に滑つて帯状，。時にレンズ状をなして発蓬し，普通

幅3mないし6m程度である。時にはこのような鉱床

が数mをへだてて数條李行して発達することがある。

ま1た鉱床と母岩との区別が判然とせず石英片岩中の比較

的良質の部分を抜き掘りする場合がある。．

　鉱床は多少の質の変化はあるが大体において走向方向

および傾斜方向の連続は良好で大きさは延長100tn以

上におよぶことが稀ではないが，露天掘に限られるた

め，地形，表土，蓮搬等に制約ざれて普通は走向方向

100m以内，傾斜方向20m以内カミ操掘場の軍位とな

つてヤ・るo

　主なる鉱床賦存地区は次の通ワである（西から東え）。
　ヤゲン
　藥研北山地区・南北700mの間に少なくとも10條の

，鉱暦が存在する。走向N70。E，傾斜55。～65。N，藥

研山附近は表土が深く稼行対象となるのは藥研山および

その東方延長で，3條の鉱層が近接手行する。東側の
ウマイラズ

馬不入，北山方面では露出良好である。この方面の鉱石

・ば大体粗粒である。

　オイダイフシモソプミ・

　生李，下衣文地区幅エ，500mの間に約10條，ま

た西方の北山に近い方面に2條見られる。是向N70。E，

傾斜70d　N，鉱石は中粒，下衣文の1部に黒色の鉱石が

ある。下衣文方面は山が低く，生手東側は地形が急に過

ぎ，また北山方面は蓮搬不便でそれぞれ欠点がある。
　　　　　　　　　　　　ヤ
　大淵山地区　3幽畦條，地形的に大規模な採掘に適し

ない。

　　　　　　オト
　本山地区　男川を距て生李地区に東隣し，4條，走向

N759E，傾斜60。N。その南端の1條は断続500m域

上あり，その西孚120mの間は珪石層め上盤厚さ30m

余がいわゆる軟珪石鉱床をなしている。本山地区珪石は

やや粗粒質である。軟珪石は本地域中を通じて本山だけ

に大量に存在する。

　焼山，櫻井寺地区　本山地区の東に連続し櫻井寺谷の

東西の斜面に採掘場があり三河珪石鉱床中，最も採掘條

件に恵まれ，多数が稼行されている。・約500mの厚さ

中，少なくとも6條の鉱暦を数え，走向N700E傾斜

55。・》650N，南端の焼山鉱床は厚さ20m颯上あり・．多

1少風化気昧で孚軟珪石と称され，本山とともに特殊用

途に供せられる。犬阪山，不動山を連らねる鉱床は緻密

硬質で玉張石用とLて良質の珪石を産する。本地区中，

谷の西側は大阪山，不動山を除き未開発のまま残されて

いるo’

　奥山地区　櫻井谷の北奥一帯で3｛・4條がある。走向

N70曾E傾斜は北に向つて次第に立ち，弗端奥山鉱床で

は直立または南に急斜する。鉱石はいずれも緻密硬質で

不純分少なく，玉張石，盤材用として良質である◎

　小太郎地区　櫻井寺谷の東に李行する小太郎谷に当る

が，谷が浅いため焼山鉱床の東続きに相当する小太郎鉱

床1條以外は小規模である。小太郎鉱床は厚さ20m，

焼山と異り中粒硬質で不純分が少ない◎

’
寺 野地区本山，櫻井寺鉱床を連らねる東方の鉱床で

3州4條が近接李行する外・なお2【喝條が発蓬する。こ

の主層は1，000m近く断続するが各層は厚さ3～5m

で薄く質はやや粗粒，軟質で，質に不同があるQ

　夏山地区寺野地区のさらに東方で，この附近では石

英片岩層は厚さ400m位までに薄くなつており，現在

知られる鉱床は1條だけである。鉱石は緻密硬質，不純

分少なく良質である。　　　　　　’

　本宿村三栄鉱床　本地区の石英片岩は厚さ（水手踵離

にして）250m余，：走向N700E，傾斜250《ン300Noこ

の中いわゆる珪石鉱床といわれる部分はないが，人造珪

砂（サソドブラスト用）用のみを目的とするため比較的不

純分のない2暦を稼行する。下層は表土厚く，上層ぽ表

土はないが，いわゆる千枚状をなして探掘におけるr・

ス」が著るしい。いずれも割れやすく粉埣ほ容易であるo

　，豊坂村鉱床　厚さ1，000mを越える石英片岩暦中に、

珪石鉱床と見られる部分数條がある。

　いずれも薄い（3～5m）上に鉱石は粗粒軟質で玉張石

用としては良質看ない。現在稼行中のものは，人造珪砂

（サンドブラスト）を主目的とするため，千枚状部分を含

んだ比較的不純分の少ない部分を探掘中で暦厚も，20m

を越える。

　　　　　　　　　5．鉱』　石・

　用途により鉱石の良否は異り，次のように分けられる。

　iρ乖石，張石用

　不純分少なく，割目1なく，しかも磨耗に耐える堅緻の

ものがよいが，すべ七の條件を充すものは少ない。本地

域では北に向う程石英粒子が細く堅緻で，櫻井寺，奥

山，夏山等炉良畳である。加工歩留は張石5戸》10％，玉

石10～20％である。性能は庶湖石に劣り高級磁器用に

は使用されないようであるo

　ii．硫酸塔充狽用

　張玉用とほぼ同様の品位を要するが，小型であるた
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め，加工歩留が遙かに高く（15ρ》35％），また磨耗に耐え

る必要が少ないので比較的粗粒のものでよい。

　i赴。　フエロシリコソ用

　珪酸分が高い程良質であるが，普通は玉張石，硫酸塔

用等の選鉱の残りを一定の大きさにそろえて利用する。

　iv．モルタル用　　　　　　　’

　モルタル用としては本山の軟珪石が利用されている。

これは顯微鏡的には他の硬珪石とほとんど差は見られな

いが，石英粒子間が中るんだものと見られ，容易に粉砕

されるo　　　　　　も

　v．耐火煉瓦用

　いまだ試用の段階と見られるが，焼山あ孚軟珪石は，

軟珪石とともに用いられ，煉瓦の成型を容易にすると云

・われるoまた赤白代用として嫡奥山，寺野等の硬珪石中

不純分の少ないものが若干試用されつつある。

　鉱石および母岩の分析結果は次の通りである．

　櫨材用　採掘は同檬であるが・手選鉱を充分行つて不

純分の除去にづとめている◎

　人造珪砂用　少量の火藥（千枚状珪岩では火藥は不要）

を用いて露天堀し，選鉱は行わない。微粉，粘土分は粉

埣のさい自然除去される。糧砕はロールクラヅシャーに

より，箭分けを行つて普通7《・20メヅシュ程度を製品と

するo

　域上のような状態でフェロシリコソ用・人造珪砂用は

償格が低く，玉張石用は加工の関係から坑道坑は全然行

われず，蓮搬も便利の所に限られている。

　　　　　　　7．鉱　量・
　三河珪石地帯の石英片岩中には鉱床となしうる部分は

かなり多数存在Lかつこれら鉱体は麺向》傾斜双方の連

’続性があるから全体として相当莫大な埋藏量を有する

が，蓮搬関係と露天堀の限度に支配されるため，各丁場

における鉱量は必ずしも大でなく，別表の通りとなる・

　　　　　　　　　　　壱
　　　（分析者　地質調査所化学課　前田技官）

No．

ユ

4
6

27

37

41

51

53

69

73

探取場所
　奥山地区雲母片岩
（藤）奥山切羽鉱石

（藤）奥山裏切羽鉱石雲母

　多し
（三）焼山切羽牛軟珪石

（三）本山切羽軟珪石

（藤）北山切羽鉱石

（一）下衣交切羽鉱石

（宗）同上磐際千枚状

　三栄鉱業切羽千枚状

幸田銀砂鉱山切羽銀石

Sio2

74．60

99．33

92．63

95．90

98．13

99．31

99．09

95．16

95．91

95．40

A1203

12．60

0．20

3．22

1．73
．0．56

0．19

0．38

2．40

2．17

1．99

Fe203FeO

0．70

0．04

0．46

0．33

0．04

0．08

0．08

0．50

0．08

0．12

2．98

0．11

0．67

0．11

0．07

0．04

0．11

0．11

0．41

0．52

MnO

0，27

0．03

．0．15

0．08

0。07

0．02

0．03

0．13

0．21

0．57

MgO

1．56

0．05

0．62

0．07

0．26

0．04

0．09

0．41

0．36

0．49

Ca・1

0．52

0．02

0．06

0．10

0．02
σ．04

0．06

0．02

0。15

0、03

凸・1

0．99

0．09

0．40

0．39

0．26

0．09

0．07

1．02

0．26

0．55

備 考

6．稼行朕況
　1．探掘　　最も普通の場合には玉張石加工を目的とす

るため，石材操取場と同様に少量の火藥を用い，テコ等

で塊石をおこし，これを現場でハンマーにより張石（厚

さ3寸5分，』幅5寸5分，長さ6寸域上，長さ約60尺で

・1ton）および玉石（直径10’》12cm，650～800個で1ton）

に加工する。硫酸塔充揖用としては，直径4～6cmと

して同様に加工する。実牧率は採掘場により異るが，張

石5’》10％，玉石10’》20％程度であるo力置工く》づはフェ

戸シリコン用に利用されるが，小探掘物ではそのまま廃1

石となることが普通であるQ

　モルタル用，櫨材用の軟珪石（焼山，本山）は少量の火

藥とテコによりかなり大規模な露天堀を行い，ほとんど

無選鉱で出荷される。モルタルは木節粘土憩％どとも

にフレヅト粉樺されて製邉される。

玉石，張石および耐火煉瓦用

雲母多く探掘中止

耐火煉瓦混合用，モルタル用

モルタル用

白色，粗粒，用途未定

暗色，粗粒

廃石

人造珪砂用

同上

未開発鉱床，あるいは休山中のもの多数を合計すると総

鉱量はこの数倍に蓬するものと見られるが，個々の鉱体

における鉱量はいずれも1～2万t程度が普通と推定さ

れるQ

　　　　　　　結　言
いわゆる三河珪石と呼ばれるものは，愛知縣幡豆郡，

岡崎市，額田郡一幣にわたつて広く発達する領家変成岩

（石英片岩・雲母片岩）中断発蓬するもので・じゆうらい

極めて大きな珪石資源と考えられていたものであるがン

次のような事実から必ずしもそうでないことが明らかで

ある。

　i．珪石層は石英片岩中の特定の高珪酸質暦でその厚

さは3～20m普通6～7mである。

　2．珪石暦の存在密度は，良好な発蓬のある櫻井寺附

近でも100mにつき1條程度でその間は雲母を挾在す
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る千枚状石英片岩に充められている。

3・蒙石・主石を主な稼行対象とすれば・東海道線南

西の幡豆郡方面には良好な鉱床はない。

4．モルタルに好適な軟珪石は本山，焼山鉱床のみに

限られている0

5．7エロシリコンに適する鉱石の埋藏量は大ぎいが

需要量，償格の面から，これのみを目的として稼行する

ことは現在考えられない。

次に三河珪石を高度に活用するには現在試験程度に利

用されている櫨材原料としての活用が挙げられる。すな

わち赤白珪石に比して多くの欠点を持つと言われ実用に

供されるこ一とがなかつたが，先に硝子タンク天井用とし

て大連珪石に代つて良好な結果を得たと云われ（大嶺珪

石と混合使用），また他の用途へも少しづつ試用 されてい

る。今後使用量炉増加すると考える場合，憾材に適す喬

ものは珪酸分高く，A1203分少ないものであるからフェ

ロシリコソ用より高品位のものが要求され，したがつて

ある程度玉張石用を犠牲にして櫨材用に振り向ける必要

があると考えられるが，一方，櫨材用は加工を必要とし

ないため赤白珪石と同様の規模での坑丙探掘が考えら

れ，稼行対象と癒る鉱床数と鉱量≧はいずれも増加する

ものと見られるo

　これらの状況に鑑みて瞳材用としての試験研究には一

段の努力が望まれる。　　　　（昭和25年12月調査）

、

（臼召和25年11月）

1
鉱
山 名

ヤゲン

藥研肉

ウマイラズ

馬不入山

本山

本山

燵i山

奥山

竿飛山

位副交通

岡崎市保母町

名鉄美合
駅東方4

kmで山
脆までト
ラックを
通ずる

岡崎市保母町，

同上迂回

6kmで山元まで
トラヅク
を通ずる

事業主

三河珪石

：K．：K．

〃

　　　　本宿駅北
　　　　方6km
　　　　（美合駅額田郡豊富村
　　　　東方10

字櫻井寺　km）山元

　　　　までトラ
　　　　ックを通
　　　　 ずる

〃

〃

ケ

同上

同上

同上

　8km
同上

4ノ

〃

鉱床および品質・鉱量瞬闇用齢よ礎り先

走向N70。E，傾斜65。N，
厚さ4m，7m，7mの3條
平行，延長80m，高さ30m，
鉱石はやや粗粒質であるが
硬い
鉱量2×104

走向N75。E，傾斜55。N，
厚さ9ml　i延長約100m
鉱石は粗粒質

鉱量1×104

9

3

〃　・

〃

　　　　本宿駅北
額田郡豊富村方8km

大字夏山字、山元まで

寺野　　トラヅク
　　　　を通ずる

〃

走向N75。E，傾斜60。N，
厚さ約20m，延長約80m，
上盤側が軟珪石，下盤側は
かたい
鉱石は粗粒，白色やや風化
して軟質

鉱量1F．5×104t

走向N60。E直立，厚さ
5～7mのもの3條》延長
50m
鉱石は白色～友色緻密質東
の方は風化気昧
鉱量5×103t

走向N75。E，傾斜550：N，
厚さ7m，延長約30m，西
側は（二）寺野山に連続する
鉱石は白色やや軟質である

鉱量2×103t

5

6

8

5

3

450

160

備考

フェロシリコン・（400t）

　　　　昭電大町
響｝（59t）騨方面・

フェ・シリ”（150t）’

　　　　昭電大町
肇薯1（・・t）欝方面

　フェロシリコン（230t）

250…　　　昭電大町
　1張石　　瀬戸方面
　玉石

550

500

250

150

モルタル
’軟珪石（450t）自家

　〃　（50t）

　　　日本鋼管川崎

熔材およびモルタル
（200t）播磨耐火
（30t）旭硝子
（50t）冨士製鉄

（100t）鋼管川崎
（120t）自家

フェロシリコソ（30t）

　　　　昭電大町
燈材（200t）　旭硝子・

張石
主石　　瀬戸方面

フェロシリコソ（30t）

　　　　大同製鋼
　〃　　（100t）
　　　　昭電大町
響　多治見緬

軟珪石

孚軟珪石
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愛知縣主河珪石鉱床調査報告　（安斎俊男！

鉱山名

寺前

ケーブル
山

大阪山

位　置咬通 事業主

　　　　　　本宿駅北

額昊難郵熟
　　　　　　ト。ラック
　　　　　　を通ずる

μ

グ

　　　額国郡豊富村
寺野　大字夏山字
　　　　寺野

オイダイラ

生　李
額田郡河合村

生李

　同上
山元に簡
易索道
　200m

　同上

山元まで

トラック

を通ずる

不動山

奥山
1号

奥’画

2号

焼山

同上
8km
同上

美合駅東

方7km国元まで
トラック
を通ずる

本宿駅北

額『田郡豊富村坊6km

　　　　　瞬まで
　大字櫻井寺
　　　　　　トラヅク

　　　　　　を通ずる

〃

〃

〃

シモソプミ

下衣文
額田郡豊富村

　一卜衣文

’同上

8km
同上

同上

同上

卜
同 上

7km
同上

同上
5km
同上

（日）

岡崎利市

〃

〃

〃

鉱床およぴ品質・鉱量　　人員

楚向翼ブ炉E，傾斜600N，
全俸として片理に富み，良
質部分が少ないo玉張石用
に．は不充分である

　鉱量一

走向：N75。E，傾斜600N
厚さ良質部4m，i延長50m
鉱石は緻密友色で張玉石に
適す
　鉱量4×103t　∫

走向N700E，傾斜550N，
i延長70m，厚さ良質部10m
東は項動山に連らなるo地
並上は掘り壼し，東の不動
山より掘らなくてはならな
い

鉱石は友褐緻密質で張玉石
に適す
　鉱量1×104t

竿飛山鉱床の南に耶行する
厚さ4m～7m，良質部分は
少ない

　鉱量　2×103t

不動山i勧掘噛Lた。

珪石鉱山

走向N70。E，傾斜700N，
厚さ9m，i延長100m，か

〃

（藤）

藤野藤市

〃

（宗）

鉱木’

宗五郎

〃一

鉱石は中粒，硬質，玉張石
に適す　　　．

　鉱量8×103t

走向：N75。E，傾斜700N，
厚さ30m，内良質部15m，
延長15m，西は（日）大阪山
へつづく地並上を掘ゆ垂し
ている
割目少ない緻密良質鉱，玉
張石に適す
　鉱量1．5×103t

三河珪石奥山り東に連らな
る鉱床で厚さ10m，延長
30m．
細粒緻密質で王張石に適す
　鉱量2×103t

奥山1号の北にZF行する◎
：走向：N700E直立，良質部
の厚さ5mであるが北盤
も使用に堪え厚さ全体で
10m，延長20m．
鉱石　良質部は緻密質王張
石に適す
　鉱量1．5×1G3t

探掘初期で不詳
走向N70。E，傾斜？
厚さ7m（？）

1走向N70。E，傾斜70。N，
厚さ7m，延長糸勺70m，
鉱石やや粗粒，青い縞朕を
なすが硬質
　鉱量8×103t

3

10

6

6

3

3

6

月産
（t）

40

100

150

150

用途および邊り先

張石（10t）　瀬戸方面
玉石（30t）

張石　一

王石　一・

1950年秋盤材として品川
1白煉瓦ぺ20t（見本）
冬季には富山市燐化学工
業K．K．へ低晶位鉱
3，0tノ月位

張石（15t）　　各地

玉石（30t）

フエロシリコソ（150t）

　　　　　　組合工場

張石（10t）　旗戸方面

玉石若干
フェロ』シリコソ（100t）

　　　　　　組合工場

張石（6t）　　伊那製陶
玉石（12tナ

硫酸塔用（60t）

　　　　　　別子鉱業
櫨材（若干）

　　　岡崎利市→品川

張石（2t）　　伊那製陶
玉石（6t）

硫酸塔用（40t）別子鉱業

フェロシリコン（100t）

　　　　　　昭電大町
　　　　　掘斐川電気

張石（6t）

玉石（4t）

張石（12t）

玉石（20t）、
フェロシリコン（120t）

　　　　　　組合工場

備　考

再開
準備中

極少量

操掘
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鉱山名

櫻井寺

大淵山

小太郎

夏山

位副交通，事業主

額田郡豊富村

大字櫻井寺

本宿駅北

方6km
山元まも

トラヅク

を通ずる

（野）

野本艶次

額田郡豊富村
櫻井寺

〃

額田郡豊富村

大字夏山

・北　山，鑛田郡山中村

　　　北幽　、1号

北山
2号

〃

本宿駅北（泉）

方jk剰今泉
山兀に索　鉄太郎
道250m

同上
7km．

山元まで
トラヅク
を通ずる

本宿駅
北東方
8km
同上

美合駅東

方6km山元より

約1kmは馬車

同上

同上

　　　　　　本宿駅北
好文馴額果難富確細
　　　　　　30mは人
　　　　　　背，

寺野
額曝豊鮒監
大字夏山字 山元まで

寺野　　トラヅク
　　　　を通ずる

〃

〃

（一）

天野源市

〃

シンタケサン

新嶽山

　1号

新嶽山

2号

〃

〃

〃

鉱床および腋・鉱量順

走向N75。E，傾斜60。禽
70。N，厚さ5mのものと
2mのものと2條ZF行する
5mめ方は延長が長いが鉱
区内（30m強）はほとんど
掘り盤している
鉱石は薄い層の方は緻密良
質，鉱量薄層の方の2琶坪

走：向N600E，傾斜506煎，

厚さ4m，延長方膚へ約
10m掘り進んでいる
鉱石は縞状比較的緻密

鉱量1×103t

走向N700E，傾斜60もN，
厚さ約20m，走向方向30
m，深さ20m，まで掘り進
んで’いる

鉱石やや粗粒不純分が少な
い
鉱量（鉱区外？）3×1G3t

走向N60。E，傾斜70◎：N，
厚さ良質部5m，われやす
い所共15m，i延長40m域
上》高さ25m．探掘
鉱石は暗色緻密良質

鉱量，良質部5×103t域上

2

3

5

6

月壼
（t）

200

用途および邊り：先

走向N75。E，傾斜？地表
は千枚状，下部良質，厚さ
10m，高さ7m，良質部は
緻密質良質
鉱量3×102t・

走向傾斜同上，厚さ6m，
延長？
鉱石は中粒，’割目比較的少
ない
鉱量1×103t

走向：N70。E，傾斜50。N，
、厚さ5m，延長30m，深さ
10m，
残鉱少なく，既探掘鉱石を

・再選鉱

同上

同上

同上
幽元約
300m

木、馬

（二）

鈴木謙二

．〃

〃

竿飛山の西にあり同一暦，
走向N70。E，傾斜56QN，
厚さ6m，i延長約30m，可
探深さ10m
鉱石ぱ粗粒なるも割目不純
分少ない

鉱量2．5×103t

1新山，走向，傾斜不明，韓
石は200の斜面に幅5〔’7m
延長70m存在する
鉱石は白色不純分少ないが
脆い一

走向：N70。E，傾斜60。N，
厚さ8m，延長少ないもの
と推定される
鉱石は縞状，次色鉱，中粒

鉱量5×102t塚上

5

4

5

張石

玉石

硫酸塔用

玉右
　　　若干
膜石

硫酸塔用

備考

25年11月

再開

玉石（10t）

張石（6t）

硫酸塔用　最近開始

フェロシリコン用（150t）

　　　　（組合工場）一

7《ノ8

4 ？、

主石（15t）

張石（10t）

硫酸塔用（30t）’
フエロシリコソ用（150t》

　　　　組合工場

玉石（10t）

張石（5t）

硫酸塔用　最近開始

硫酸塔用

＼

張石（10t）

，玉石

硫酸塔用（50t）

フェロシリコソ（50t）

硫酸塔用

玉石（12t）

25年秋再
開始
残鉱整理

25年秋開
始
韓石探取，
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岐阜縣出戸鉱山マソガゾ鉱床調査報告　（宮本弘道）

鉱山名

北　山

杉浦

北　山

縣　営

三　栄

幸、田

位　　置

額田郡山中村
　北山

岡崎市保母町

額田郡山中村
　北山

岡崎市保母町

交聖通 事業主

美合駅東

方6km肉元まで
トラック
を通ずる・

　　　　　ψ
額田郡本宿村

幡豆郡豊坂村

　野場

，同上

同上

同上

同上

－同上

5km
同上

本宿駅南

方4km
山元まで

トラヅク

を通ずる

杉浦專二

〃

三河珪石
　K．K．

愛知縣

三栄銀砂

工業所

東海道線
幸田駅・
西方迂回
4km
山元まで
トラック
を通ずる

幸田銀砂

工業所

鉱床および品質・、鉱量 入員月鳶・用途および邊り先
　　（t）

走向N750E，直立に近い少
厚さ・4m，可操i架さ5m，
鉱石は白色で不純分少ない，』
やや粗粒脆弱質
　鉱量一・

走向N65。E，傾斜700N，
厚さ3。5m，延長約80m，、
可操深さ3m
鉱石は粗粒なるも割目，不
純分少ない淡褐色
　鉱量1．5×103t

杉浦・北山の西に続く，鉱
床開発初期のため厚さ延長
不明
鉱石は粗粒，白色

雲母薄暦をもつて千枚状を
なすo珪石の鉱石としては
不適当であるが糧碑に容易
な雲母石英片岩を粉砕して
土木用砕石としているが割
れやすく質的に不充分と云
われる

走向N700W，傾斜25～
35）N，厚さ15m2暦，王
暦はがり10mとなり今後
可操量少ないo上暦は厚さ
10m，かぶり・なし，延長30m
鉱石は雲母の薄暦をもち普
通珪石としては不適であつ
たが勅陣容易，上暦は千枚
歌で実牧率ひくい・
鉱量1×10喋t

、走向N70。E傾斜20QN，
厚さ15m以上，延長約40
m鉱石，一部は普通の珪石
の低品位鉱（フェロ用）と同
等一般に割れやすく雲母薄
層をもつている
　鉱量2×104t塚上

5

5

5

5

50・硫酸塔用（50t）

？

300

200

玉石

張石

砕石

入造珪砂（300t）

（サンドブラスト用）

　自家用→豊田不諸工場

備　考

開　発
準備中

山元に入

造珪砂工

場あり

入造珪砂（200t）自家用
　（サソドブラスト用）　　東海道線
　　　　　→豊田系諸工場幸田駅前

i鮎　　　　　　　　　　　に入造珪
酬　　　　　　　　　　　砂工場あ
フェロシリコン用　1，500tり。
玉張石用　　　　　　250t『

硫酸塔用　　　　　　200t
モルタル用盤材用　1，200t

・1人造珪砂用　　　　　500t

㌧

553。32：550。8（521．53）：622．19

岐阜縣出芦鉱山マンガン鉱床調査報告

宮　　本　　弘　　道簡

　　　　　　　　　R6sum6

Manganese　Delposit　at　De面獺ine，
　　　　　　Gifu　Pref㏄t臆re’

　　　　　　　　　　by

　　　　　Hiromichi．Miyamoto
　Manganese　deposit，　having　anticlina1

＊鉱床部

form，at　the　Dedo　mine，Gifu　Prefecture　is，

found　between　the　Paleozoic　silicious白1ate

and“Kuroshiro”，compound　brick　silica
stone．　The　ore＄，－having　grades　of　Mn

25－35％and　SiO220％l　are　c姓le且y“Keiman”

composed　of　rhodonite，r虹odochrosite　etc．

withasmallamountoftephroiticminerals。

51一（509）




